
市民と議会の意見交換会  ―あなたの声がまちを変える―
　
１
月
28
日
、
五
個
荘
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
「
第
９
回
市
民

と
議
会
の
意
見
交
換
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
市
議
会
で
は
、
議
会
の
活
動
を

市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
、

ご
意
見
な
ど
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
こ
の
意
見
交
換
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
過
去
２
年

は
Ｙ
ｏ
ｕ 

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
な
ど
か
た

ち
を
変
え
て
の
報
告
会
と
な
り
ま

し
た
が
、
今
年
は
３
年
ぶ
り
に
会

場
で
の
開
催
と
な
り
、
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
１
部
で
は
、
議
員
に
よ
る
市
議

会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
報
告

を
行
い
、
議
会
の
仕
組
み
や
各
常

任
委
員
会
な
ど
普
段
は
な
か
な
か

見
え
な
い
議
会
の
活
動
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
し
た
。

　
ま
た
今
回
は
、
昨
年
11
月
に
本

市
で
初
め
て
開
か
れ
た
中
学
生
議

会
で
議
員
と
な
っ
た
２
人
の
中
学

生
か
ら
感
じ
た
こ
と
な
ど
を
報
告

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
２
部
で
は
、
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ

方
式
を
取
り
入
れ
た
意
見
交
換
会

を
行
い
ま
し
た
。

　
「
東
近
江
の
宝
さ
が
し
」を
テ
ー

マ
に
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
と
議
員

が
各
テ
ー
ブ
ル
に
分
か
れ
て
お
茶

を
飲
み
な
が
ら
和
や
か
に
意
見
を

交
換
し
、「
地
域
イ
ベ
ン
ト
が
活

発
」、「
水
が
豊
か
」、「
子
育
て
施

設
や
公
園
が
充
実
し
て
い
る
」、

「
図
書
館
が
多
く
他
館
か
ら
の
取

り
寄
せ
も
で
き
る
」、「
三
方
よ
し

の
精
神
が
あ
る
」
な
ど
東
近
江
市

に
あ
る
た
く
さ
ん
の
宝
物
を
出
し

合
い
ま
し
た
。

　
今
回
伺
っ
た
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
の
声
を
議
会
活
動
に
活
か
し
、

今
後
の
市
政
発
展
に
つ
な
げ
て
い

き
ま
す
。

太
陽
ク
ラ
ブ�

辻　

 

英
幸

ご
み
削
減
に
対
す
る
取
り
組
み
は

太
陽
ク
ラ
ブ�

戸
嶋　

幸
司

子
育
て
支
援
の
底
上
げ
を

Q　
本
市
の
一
般
ご
み
は
各
家
庭
で

リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
も
の
を
分
別
し

て
可
燃
ご
み
は
中
部
清
掃
組
合
の
日

野
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
搬
入
さ
れ
焼
却

処
理
さ
れ
て
い
る
。
中
部
清
掃
組
合

の
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
に
よ

る
と
、
日
野
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
焼
却

処
理
施
設
は
令
和
８
年
度
末
に
稼
働

終
了
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　
本
市
の
ご
み
処
理
事
業
を
市
民
に

も
っ
と
情
報
公
開
し
、
ご
み
減
量
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
べ
き
と
考

え
る
が
、

①
平
成
19
年
稼
働
の
日
野
清
掃
セ
ン

タ
ー
の
建
設
コ
ス
ト
は
。

②
日
野
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
運
転
・
維

持
管
理
費
用
は
。

③
本
市
の
可
燃
ご
み
収
集
運
搬
費
用

は
。

④
直
近
３
年
の
本
市
の
ご
み
排
出
量

の
推
移
と
減
量
の
目
標
値
は
。

⑤
本
市
の
ご
み
削
減
に
対
す
る
取
り

組
み
は
。

A　
①
89
億
６
７
０
０
万
円
で
す
。

②
令
和
３
年
度
で
約
８
億
２
０
０
０

万
円
で
す
。

Q　
能
登
川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

は
令
和
２
年
度
に
能
登
川
に
じ
い
ろ

幼
児
園
内
に
移
設
し
て
か
ら
「
不
便

に
な
っ
た
」
と
の
声
を
聞
く
。

①
現
施
設
に
移
転
し
た
経
緯
は
。

②
直
近
の
利
用
者
数
の
推
移
は
。

A　
①
旧
能
登
川
保
健
セ
ン
タ
ー
内

に
あ
り
ま
し
た
が
、
正
面
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
の
一
画
に
設
置
し
て
お
り
、
部

外
者
が
容
易
に
出
入
り
で
き
て
し
ま

う
こ
と
な
ど
か
ら
、
能
登
川
に
じ
い

ろ
幼
児
園
内
に
移
転
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
幼
児
施
設
内
へ
移
転
す
る

こ
と
で
、
利
用
者
が
園
の
情
報
を
得

た
り
、
子
ど
も
の
成
長
過
程
を
身
近

で
見
ら
れ
る
こ
と
も
現
施
設
へ
の
移

転
理
由
と
な
っ
て
い
ま
す
。

②
令
和
元
年
度
は
６
９
９
８
人
、
令

和
２
年
度
は
３
０
８
６
人
、
令
和
３

年
度
は
３
２
９
０
人
で
す
。

Q　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
事
業
は
、
行
政
の
支
援
だ
け
で
は

手
の
届
き
に
く
い
部
分
を
市
民
の
助

け
合
い
に
よ
っ
て
埋
め
る
こ
と
が
で

き
る
大
変
人
気
の
事
業
で
あ
る
。

③
令
和
３
年
度
で
約
４
億
７
０
０
０

万
円
で
す
。

④
ご
み
排
出
量
は
令
和
元
年
度
３
万

３
９
８
１
ト
ン
、
令
和
２
年
度
３
万

３
０
８
５
ト
ン
、
令
和
３
年
度
３
万

２
４
３
１
ト
ン
で
す
。
減
量
目
標
は

市
民
一
人
当
た
り
の
ご
み
排
出
量
で

年
０
・
５
％
削
減
で
す
。

⑤
ご
み
削
減
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

資
源
ご
み
の
分
別
回
収
や
ダ
ン
ボ
ー

ル
コ
ン
ポ
ス
ト
の
推
奨
に
よ
る
生
ご

み
削
減
な
ど
で
す
。

　
現
在
４
０
０
名
ほ
ど
の
依
頼
会
員

に
対
し
て
１
２
０
名
ほ
ど
の
協
力
会

員
の
登
録
と
聞
い
て
い
る
が
、
さ
ら

な
る
充
実
に
向
け
て
市
は
ど
の
よ
う

に
動
い
て
い
る
か
。

A　
赤
ち
ゃ
ん
広
場
な
ど
に
出
向
い

て
啓
発
活
動
を
行
い
、
セ
ン
タ
ー
が

発
行
す
る
情
報
誌
や
地
域
の
自
治
会

回
覧
な
ど
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
東
近
江
ス

マ
イ
ル
ネ
ッ
ト
で
の
Ｐ
Ｒ
、
地
域
の

事
業
に
出
向
き
会
員
の
確
保
に
努
め

て
い
ま
す
。
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議案第81号
東近江市特別職の職員の給与に関する条
例の一部を改正する条例の制定について

可
決
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・
３
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇議 

長〇〇〇〇×××〇〇〇〇〇

○・・・賛成　×・・・反対　（大橋議長は採決に加わらない）

その他の議案等は全会一致で可決されました。議案等の詳細は「東近江市議会」で検索してください。

日野清掃センター

五個荘中学校吹奏楽部の演奏

参加者みんなで本市の宝さがし

市議会の活動報告

15 議会だより

議会報告会
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